
古
式
祭
礼
に
見
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
こ
に
展
開
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
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は
じ
め
に  

　

現
代
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
眺
め
る
と
き
、
村
の
鎮
守
の
氏
神
（
産

土
神
）
を
中
心
と
し
た
旧
村
落
地
域
と
、
特
定
の
氏
神
を
持
た
な
い
新
興

住
宅
地
域
に
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

近
世
の
村
落
社
会
は
、
生
老
病
死
全
て
が
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で

完
結
し
て
い
た
が
、
現
代
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
公
共
の
福
祉
や
教

育
、
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
、
便
利
に
な
っ
た
一
方
で
、
地
域
の
繋
が
り
が

希
薄
に
な
っ
た
。
よ
っ
て
近
年
発
生
し
た
自
然
災
害
に
お
い
て
、
そ
の
希

薄
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
機
能
せ
ず
、
被
害
を
大
き
く
し
て
し
ま
う
こ
と
も

明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

滋
賀
県
は
古
来
、
貴
族
や
寺
社
の
荘
園
が
多
く
存
在
し
、
そ
の
名
残
と

し
て
今
も
な
お
宮
座
の
形
態
を
と
る
産
土
神
を
中
心
と
し
た
集
落
が
多
く

残
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
第
二
次
大
戦
後
の
急
速
な
経
済
成
長
の
中

で
宮
座
の
形
態
は
消
滅
、
あ
る
い
は
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。
筆
者
は
大

津
市
仰
木
地
区
と
今
堅
田
地
区
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
宮
座
の
古
式
祭

礼
の
現
状
を
『
村
座
と
祭
礼
』
―
滋
賀
県
大
津
市
仰
木
地
区
の
例
―

（
二
〇
一
〇
年
近
江
地
方
史
研
究
第
四
四
号
）、『
宮
座
の
祭
礼
』
〜
今
堅

田
に
伝
わ
る
祭
礼
「
野
神
祭
り
」
に
見
ら
れ
る
現
状
〜
（
二
〇
一
二
年
成

古
式
祭
礼
に
見
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
こ
に
展
開
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
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安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
紀
要
第
一
号
）
に
お
い
て
現
状
を
報
告

し
た
。
同
様
の
調
査
は
、高
橋
統
一『
滋
賀
県
の
宮
座
の
現
況
』（
一
九
六
九

年　

東
洋
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
研
究
年
表
）、
小
栗
栖

健
治
『
宮
座
祭
祀
の
史
的
研
究
』（
二
〇
〇
五
年　

岩
田
書
院
）
な
ど
い

く
つ
か
の
滋
賀
県
の
集
落
を
舞
台
と
し
た
論
文
や
報
告
書
が
発
表
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
は
、
そ
の
古
式
祭
礼
に
つ
い
て
の
中
世
か
ら
近
世
、
あ
る

い
は
近
世
か
ら
現
代
に
い
た
る
形
式
の
変
化
や
そ
れ
ら
の
特
異
性
に
つ
い

て
の
言
及
が
中
心
で
あ
る
が
、
今
回
の
報
告
で
は
、
古
式
祭
礼
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
こ
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
注

目
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
琵
琶
湖
の
西
側
に
あ
る
湖
西
地
域
や
南
の
湖
南
地
域
は
、
京
阪

神
に
近
く
、
そ
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
、
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
の

建
設
や
新
興
住
宅
地
の
積
極
的
な
開
発
が
行
な
わ
れ
、
新
旧
の
居
住
地
域

が
隣
接
し
て
い
る
。
旧
村
落
地
域
で
は
、
新
興
住
宅
地
に
見
ら
れ
る
新
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
も
関
与
し
な
が
ら
、
古
式
祭
礼
を
継
承
す
る

難
し
さ
に
直
面
し
、
新
興
住
宅
地
に
お
い
て
は
、
古
式
祭
礼
の
文
化
的
価

値
に
注
目
し
、
そ
の
か
け
が
え
の
な
い
行
事
に
思
い
を
寄
せ
な
が
ら
、
現

代
の
希
薄
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
嘆
い
て
い
る
。

　

氏
神
（
産
土
神
）
を
中
心
と
し
た
氏
子
集
団
の
結
束
は
あ
る
程
度
強
く
、

例
え
ば
、
ど
こ
の
誰
が
何
を
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
そ
こ
の
子
供
が
ど
の

よ
う
な
性
格
で
、
ど
ん
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
共
有

し
つ
つ
、
自
然
な
か
た
ち
で
そ
の
地
域
独
自
の
善
悪
の
道
徳
も
根
付
い
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

一
方
で
新
興
住
宅
地
に
お
い
て
も
、
地
域
の
運
動
会
や
市
民
セ
ン
タ
ー

の
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
、
種
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の

活
動
を
通
じ
て
情
報
が
交
換
さ
れ
、
固
い
絆
と
な
っ
て
い
る
事
例
も
散
見

さ
れ
る
。
し
か
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る
町
内
の
自
治
会
へ

の
加
入
は
強
制
的
で
な
い
地
域
も
多
く
あ
り
、
そ
の
集
団
の
弱
さ
が
読
み

取
れ
る
。

　

歴
史
や
伝
承
に
支
え
ら
れ
た
祭
礼
は
、
そ
の
地
域
の
誇
り
で
あ
り
、
明

快
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
神
の
も
と

に
平
等
な
村
衆
が
存
在
し
、
連
綿
と
続
い
て
き
た
古
式
祭
礼
に
敬
意
を
表

す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
在
は
、
今
後
の
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
大
変
重

要
な
指
針
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

筆
者
が
『
宮
座
の
祭
礼
』
〜
今
堅
田
に
伝
わ
る
祭
礼
「
野
神
祭
り
」
に

見
ら
れ
る
現
状
〜
（
二
〇
一
二
年
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
紀

要
第
一
号
）
で
報
告
し
た
大
津
市
今
堅
田
地
区
は
、
現
在
の
行
政
区
画
で

今
堅
田
一
丁
目
、
二
丁
目
、
三
丁
目
の
三
つ
の
地
域
に
分
か
れ
て
い
る
。

伊
豆
神
田
神
社
は
基
本
的
に
今
堅
田
地
区
全
体
の
氏
神
で
あ
る
が
、
氏
子

と
し
て
神
社
の
祭
礼
に
関
わ
る
人
々
は
、
一
丁
目
に
住
居
が
あ
る
も
の
に

限
ら
れ
て
い
る
。
二
丁
目
と
三
丁
目
は
、
新
興
の
住
宅
街
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
住
民
は
氏
神
と
し
て
神
社
を
意
識
し
て
い
る
も
の
の
、
神
社
の
祭
礼

に
参
加
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

一
丁
目
に
お
い
て
は
、
西
町
・
仲
町
・
嶋
町
・
南
町
の
四
つ
の
地
域
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
か
ら
氏
子
総
代
が
出
さ
れ
、
講
な
ど
が
盛
ん
に

行
な
わ
れ
て
い
る
。
伊
豆
神
田
神
社
の
分
社
で
あ
る
野
神
神
社
で
は
中
世
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い
る
。

　

こ
れ
ら
の
講
は
、
当
屋
に
あ
た
る
家
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
る
。

四
つ
の
各
地
域
で
は
二
軒
ず
つ
当
屋
を
順
番
に
担
当
し
、
地
蔵
・
愛
宕
の

二
つ
の
講
の
当
屋
と
な
っ
て
運
営
す
る
。
最
も
大
き
な
西
町
は
、
先
の
当

屋
二
軒
と
今
年
の
当
屋
二
軒
、
次
年
の
当
屋
二
軒
の
六
軒
が
講
の
行
事
の

中
心
を
に
な
う
。
要
す
る
に
順
番
で
連
続
三
年
間
、
講
の
行
事
に
携
わ
る

こ
と
に
な
る
。
仲
町
、
嶋
町
、
南
町
は
同
じ
く
二
軒
が
当
屋
と
な
り
、
五

〜
六
軒
の
家
が
当
屋
を
補
佐
し
、
毎
年
地
蔵
盆
が
終
わ
る
と
当
屋
と
補
佐

役
す
べ
て
が
入
れ
替
わ
る
。

　

そ
れ
と
は
別
に
、
西
町
三
名
、
仲
町
一
名
、
嶋
町
一
名
、
南
町
三
名
の

八
名
［
註
２
］
が
宮
総
代
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
町
か
ら
選
出
さ
れ
、
こ
の
地

域
の
氏
神
で
あ
る
伊
豆
神
田
神
社
の
例
祭
を
中
心
に
宮
座
の
運
営
（
宮
仕

事
）
に
関
っ
て
い
る
。
宮
総
代
の
任
期
は
三
年
と
決
ま
っ
て
い
る
。

　

愛
宕
講
は
本
当
屋
が
代
表
し
て
京
都
の
愛
宕
山
に
登
り
、
愛
宕
権
現
に

お
参
り
を
し
て
火
伏
せ
の
札
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
主
な
内
容
と
な
る
。
か

つ
て
は
一
月
三
日
に
愛
宕
山
に
登
り
、
戻
り
次
第
、
講
中
の
各
家
に
配
布

し
て
回
っ
た
と
い
う
が
、
近
年
は
、
雪
が
積
も
ら
な
い
十
一
月
、
十
二
月

頃
に
山
に
入
り
、
年
内
中
に
札
を
各
家
に
配
る
習
慣
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
月
の
最
終
土
曜
日
と
日
曜
日
の
い
ず
れ
か
の
日
に
各
町
で
年
に
一
回

の
「
日
待
ち
」
と
呼
ば
れ
る
講
が
行
わ
れ
る
。
か
つ
て
は
一
月
三
一
日
と

決
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
屋
の
家
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
集
ま
る

人
数
が
多
い
町
も
あ
る
の
で
、
二
日
に
分
け
て
今
堅
田
公
民
館
（
大
津
市

今
堅
田
一
丁
目　

※
Ｐ
１
２
３
地
図
）
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
［
註
３
］。

か
ら
継
承
さ
れ
て
い
る
と
伝
わ
る
野
神
講
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在

は
伊
豆
神
田
神
社
の
氏
子
（
い
わ
ゆ
る
今
堅
田
一
丁
目
の
住
民
）
が
こ
れ

を
引
き
継
い
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
伝
統
行
事
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
そ
う

と
す
る
「
今
堅
田
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
に
よ
る
活
動
が
平
成
十
八
年
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）
八
月
二
四
日
、
今
堅
田
一
丁
目

の
地
蔵
講
が
行
う
地
蔵
盆
「
地
蔵
巡
り
」
に
参
加
し
、
講
と
い
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
そ
こ
に
展
開
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
注
目
し
て
み
た
い
。

第
一
章
　
今
堅
田
の
愛
宕
講
と
地
蔵
講  

一-

一
　
今
堅
田
の
講

　

大
津
市
今
堅
田
一
丁
目
に
あ
る
伊
豆
神
田
神
社
を
産
土
神
と
す
る
氏
子

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
琵
琶
湖
に
面
し
た
南
北
に
細
長
い
今
堅
田
一
丁
目

（
約
一
二
〇
世
帯
）
に
居
住
し
、北
か
ら
西
町
（
ニ
シ
ジ
ョ
ウ
）
四
五
世
帯
・

仲
町
（
ナ
カ
ジ
ョ
ウ
）
十
五
世
帯
・
嶋
町
（
シ
マ
ジ
ョ
ウ
）
一
八
世
帯
・

南
町
（
ミ
ナ
ミ
ジ
ョ
ウ
）
四
一
世
帯
の
四
つ
の
地
域
に
分
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
地
域
は
近
世
に
、
出
来
島
（
デ
ケ
ジ
マ
）
と
呼
ば
れ
、
船
大
工
と

農
業
を
生
業
と
す
る
村
衆
が
集
住
し
た
。
現
在
で
も
、
兼
業
農
家
と
造
船

業
を
営
む
企
業
が
こ
の
地
域
に
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
地
域
に
は
、
今
も
な
お
「
地
蔵
講
」
と
「
愛
宕
講
」
そ
し
て
「
日

待
ち
」
と
呼
ば
れ
る
「
講
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
他
地
域
で
も

み
ら
れ
る
伊
勢
講
や
行
者
講
な
ど
が
存
在
し
た
が
現
在
で
は
無
く
な
っ
て
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平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）
の
日
待
ち
講
は
、
今
堅
田
公
民
館
に
て
、

一
月
二
五
日
（
土
）
に
西
町
（
公
民
館
二
階
）
と
仲
町
（
当
屋
宅
）、

二
六
日
（
日
）
に
南
町
（
公
民
館
二
階
）
と
嶋
町
（
当
屋
宅
）
と
に
別
れ

て
い
ず
れ
も
午
後
七
時
か
ら
行
わ
れ
た
。
各
町
内
の
家
か
ら
男
女
問
わ
ず

必
ず
成
人
一
名
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

講
の
内
容
は
、
午
後
七
時
か
ら
約
二
〇
分
程
度
、
僧
侶
に
よ
る
読
経
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
講
の
会
計
報
告
や
行
事
の
日
程
、
役
員
選
抜
な
ど
の

決
め
ご
と
を
行
う
。
決
め
ご
と
の
中
に
は
、
愛
宕
講
や
地
蔵
講
と
し
て
行

わ
れ
る
地
蔵
盆
と
い
う
行
事
の
内
容
や
、
当
屋
の
決
定
、
伊
豆
神
田
神
社

の
宮
総
代
の
選
出
な
ど
も
含
ま
れ
る
た
め
、
各
町
内
の
神
仏
等
の
信
仰
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
決
め
ご
と
は
す
べ
て
こ
の
日
に
決
着
す
る
こ
と
に
な

る
［
註
４
］。

　

読
経
は
、
今
堅
田
一
丁
目
に
あ
る
圓
成
寺
と
海
蔵
寺
の
僧
侶
が
務
め
る
。

い
ず
れ
も
曹
洞
宗
の
寺
院
で
、
公
民
館
の
会
場
で
は
、
床
の
間
に
掲
げ
ら

れ
た
「
天
照
大
皇
神
」
の
掛
軸
と
「
愛
宕
大
神
」
の
お
札
の
前
で
、
般
若

心
経
を
唱
え
、
町
内
の
一
年
間
の
無
病
息
災
、
厄
難
排
除
な
ど
が
祈
願
さ

れ
る
。
神
と
仏
が
一
体
と
な
っ
た
感
が
あ
る
行
事
で
あ
る
。

第
二
章
　
地
蔵
巡
り  

　

地
蔵
講
は
八
月
の
地
蔵
縁
日
（
二
三
日
）
い
わ
ゆ
る
地
蔵
盆
の
運
営
を

行
う
。
四
つ
の
地
域
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
基
本
的
な
形
式
で
は

各
町
で
管
理
す
る
石
造
地
蔵
菩
薩
像
（
以
下
地
蔵
尊
）
を
当
屋
前
に
き
れ

い
に
飾
り
付
け
、
地
蔵
盆
当
日
に
行
わ
れ
る
「
地
蔵
巡
り
」
に
備
え
る
の

で
あ
る
。

　

平
成
二
五
年
の
地
蔵
盆
は
、
八
月
二
三
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
。
前
日

の
二
二
日
に
準
備
が
行
わ
れ
る
。
各
町
の
当
屋
は
、
仮
設
の
地
蔵
堂
を
建

て
、
町
が
管
理
す
る
地
蔵
尊
を
そ
こ
に
安
置
し
、
飾
り
付
け
を
行
う
。
地

蔵
尊
へ
の
供
え
物
は
、
米
粉
で
つ
く
っ
た
紅
白
の
餅
が
中
心
で
、
琵
琶
湖

の
ヨ
シ
を
斜
め
に
切
っ
た
切
り
口
を
使
っ
て
、
餅
に
菊
の
花
な
ど
の
模
様

を
押
し
付
け
装
飾
さ
れ
て
い
る
。
以
前
は
、
こ
の
餅
ば
か
り
で
あ
っ
た
と

い
う
が
、
近
年
は
ジ
ュ
ー
ス
や
ビ
ー
ル
な
ど
の
酒
類
、
市
販
さ
れ
て
い
る

菓
子
が
地
蔵
尊
の
前
に
所
せ
ま
し
と
並
ぶ
。
町
内
の
各
家
か
ら
こ
の
日
に

供
え
物
が
持
ち
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　

今
堅
田
の
地
蔵
盆
の
特
徴
は
、
こ
れ
ら
の
町
が
管
理
す
る
地
蔵
尊
以
外

に
個
人
が
所
有
す
る
地
蔵
尊
を
各
家
庭
で
飾
り
付
け
る
こ
と
と
、
そ
の
各

家
の
地
蔵
尊
を
拝
み
な
が
ら
巡
る
「
地
蔵
巡
り
」
で
あ
る
。

　

準
備
が
整
っ
た
二
三
日
（
土
）
の
地
蔵
盆
当
日
、
午
後
七
時
か
ら
「
地

蔵
巡
り
」
に
参
加
し
た
（
写
真
１
）。

　

午
後
七
時
に
は
太
陽
が
西
の
山
に
沈
み
、
各
家
の
軒
下
に
吊
る
さ
れ
た

「
南
無
地
蔵
大
菩
薩
」、「
南
無
地
蔵
尊
」
と
書
か
れ
た
赤
や
白
地
の
大
き

な
提
灯
に
火
が
灯
さ
れ
た
（
写
真
２
）。
今
堅
田
（
旧
出
来
島
）
の
最
も

南
か
ら
今
回
案
内
い
た
だ
い
た
南
町
の
桑
野
氏
と
西
町
の
仲
川
氏
と
と
も

に
地
蔵
を
訪
ね
た
。

　

各
家
の
地
蔵
尊
は
、
広
い
玄
関
に
華
や
か
に
飾
り
付
け
ら
れ
た
も
の
や

（
写
真
３
）、
家
の
前
に
臨
時
の
祠
を
建
て
て
祀
っ
て
あ
る
も
の
、
も
と
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も
と
、
家
の
前
や
裏
庭
に
安
置
さ
れ
て
い
る
祠
の
扉
を
開
け
、
中
に
祀
ら

れ
て
い
る
地
蔵
尊
を
拝
む
も
の
な
ど
様
々
で
あ
る
（
写
真
４
）。
地
蔵
尊

に
は
、
家
を
改
築
す
る
た
め
に
地
面
を
整
地
す
る
時
や
、
田
畑
を
耕
す
際

に
出
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
（
写
真
５
）、
夢
見
枕
に
出
て
き
た

地
蔵
尊
を
湖
中
か
ら
引
き
上
げ
、
母
親
の
病
が
治
っ
た
と
い
う
伝
承
を
持

つ
も
の
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
出
自
が
あ
る
（
写
真
６
）。
ま
た
、
数
え
き
れ

な
い
ほ
ど
の
地
蔵
尊
を
所
有
す
る
家
で
は
、
そ
の
す
べ
て
を
居
間
に
並
べ

て
お
参
り
が
で
き
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
た
り
す
る
（
写
真
７
・
８
・
９
）。

　

地
蔵
尊
の
形
も
様
々
で
、
身
体
と
頭
、
顔
の
区
別
が
つ
く
も
の
に
は
、

美
し
く
化
粧
が
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
何
か
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
が
ど
の
部
分
か
わ
か
ら
な
い
も
の
や
、
半
分
に
折
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

も
の
、
五
輪
塔
の
最
上
部
と
判
断
で
き
る
も
の
な
ど
、
地
蔵
尊
と
し
て
判

別
し
に
く
い
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
地
蔵
尊
と
し
て
尊
ば
れ

て
い
る
。

　

南
町
が
管
理
す
る
地
蔵
尊
は
、
唐
破
風
が
つ
い
た
格
式
あ
る
古
い
仮
設

の
地
蔵
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
（
写
真
８
〜
12
）。
そ
の
前
に
は
、
イ
ベ

ン
ト
用
の
テ
ン
ト
が
二
張
り
立
て
ら
れ
て
お
り
、
酒
類
や
ジ
ュ
ー
ス
、
お

つ
ま
み
、
う
ど
ん
や
た
こ
焼
き
な
ど
の
軽
食
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
子
ど
も
や

大
人
た
ち
も
一
緒
に
な
っ
て
地
域
の
人
々
が
楽
し
そ
う
に
語
ら
っ
て
い
た

（
写
真
13
）。
案
内
い
た
だ
い
た
桑
野
氏
は「
わ
れ
わ
れ
が
子
ど
も
の
頃
は
、

こ
の
地
蔵
堂
に
蚊
帳
を
か
け
て
も
ら
い
、
地
蔵
盆
の
前
日
、
町
内
の
子
ど

も
た
ち
と
一
夜
を
過
ご
し
一
晩
中
遊
ん
だ
思
い
出
が
あ
る
」
と
古
き
良
き

時
代
の
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

写真１：日没真近の今堅田南町写真３：南町の個人所有の地蔵尊　家主がご詠歌を詠ってい
た　珍しい北向き地蔵尊であると説明を受けた

写真２：各家の軒下に吊るされる提灯写真４：南町の個人所有の地蔵尊　広い玄関いっぱいに飾り付けが行われてい
る  中央が地蔵尊で、向かって右に五輪塔の最上部と思われる石がある
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写真５：元は海蔵寺の境内にあったものを辻に出して
拝むことができるようになった石仏群

写真６：湖中から引き出し母親の病気が治ったという伝承を伝える半身地蔵
尊  子どもの「くさ」に効くといことから「くさ地蔵」とも呼ばれる

写真７：多くの石仏を所有する個人宅　お供えも多い

写真８：中央に米粉でつくった餅が供えてある

写真９：駐車場が地蔵堂に　個人所有の地蔵尊　手前
のラジオカセットからご詠歌が流れていた

写真10：南町管理の地蔵尊

写真11：立派な唐破風が特徴

写真12：南町お堂内部
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南
町
の
北
、
嶋
町
と
の
境
、
浄
土
真
宗
泉
福
寺
の
前
に
少
し
大
き
め
の

祠
が
あ
っ
た
。
そ
の
祠
の
中
は
空
で
あ
っ
た
が
、
平
生
は
先
ほ
ど
拝
ん
だ

南
町
が
管
理
す
る
地
蔵
尊
と
、
嶋
町
が
管
理
す
る
地
蔵
尊
の
二
体
の
地
蔵

尊
が
安
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
祠
に
向
か
っ
て
右
側
に

石
塔
が
立
っ
て
お
り
、
そ
の
石
塔
の
上
の
部
分
に
札
を
収
納
す
る
場
所
が

あ
り
、
そ
の
中
に
南
町
の
当
屋
が
京
都
の
愛
宕
権
現
に
参
っ
て
持
ち
帰
っ

た
火
伏
せ
の
札
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
火
伏
せ
の
札
は
、
南
町
を

火
の
難
か
ら
守
っ
て
い
る
の
で
あ
る（
写
真
15
）。
嶋
町
の
火
伏
せ
の
札
は
、

そ
こ
か
ら
少
し
今
堅
田
の
旧
道
を
北
に
進
み
、
右
に
折
れ
、
琵
琶
湖
へ
向

か
っ
た
「
出
島
灯
台
」
の
下
に
同
じ
よ
う
な
石
塔
に
入
っ
て
い
る
（
写
真

16
）。
地
蔵
盆
の
提
灯
の
火
が
静
か
に
灯
る
「
出
島
灯
台
」
へ
の
両
側
の

古
い
家
並
み
は
、
遠
く
に
聞
こ
え
る
ご
詠
歌
の
声
や
鐘
の
音
、
そ
し
て
琵

琶
湖
の
さ
ざ
な
み
と
重
な
っ
て
、
情
緒
あ
る
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
た
（
写

真
14
）。

　

再
び
、
旧
道
に
戻
り
少
し
北
へ
進
む
と
嶋
町
の
地
蔵
尊
を
祀
る
お
堂
に

た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
て
い
た
（
写
真
17
・
18
）。
そ
こ
か
ら
す
ぐ
に

仲
町
に
入
っ
た
。
入
っ
て
す
ぐ
の
左
手
に
、
祠
と
そ
の
横
に
二
本
の
石
塔

が
あ
っ
た
。
祠
は
中
町
の
地
蔵
尊
を
安
置
す
る
も
の
で
、
向
か
っ
て
左
の

石
塔
は
、
今
ま
で
の
も
の
と
同
じ
く
愛
宕
神
社
の
火
伏
せ
の
札
が
入
っ
た

も
の
で
、
右
側
の
石
塔
に
は
、
秋
葉
神
社
の
火
伏
せ
の
札
が
入
っ
て
い
る

と
い
う
。
関
西
圏
の
愛
宕
山
に
対
し
て
、
秋
葉
山
は
、
中
部
地
方
か
ら
東

方
面
の
火
伏
せ
の
神
で
知
ら
れ
て
い
る
。
仲
町
で
は
、
明
治
期
に
大
き
な

火
災
が
あ
り
、
そ
れ
以
降
、
秋
葉
山
の
神
様
も
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

写真13：南町管理の地蔵尊の前に張られたテント様々
なコミュニケーションが見られた

写真14：出島灯台に続く道

写真15

写真16
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う
（
写
真
19
）。

　

仲
町
の
仮
設
の
お
堂
に
も
お
参
り
し
な
が
ら
（
写
真
20
・
21
）、
最
後

と
な
る
西
町
の
地
蔵
尊
に
向
か
っ
た
。
西
町
の
地
蔵
堂
は
、
伊
豆
神
田
神

社
の
前
、
圓
成
寺
の
向
か
い
に
設
置
し
て
あ
り
、
き
れ
い
な
お
堂
の
中
に

た
く
さ
ん
の
お
供
え
物
に
囲
ま
れ
た
地
蔵
尊
が
安
置
さ
れ
て
い
た
（
写
真

22
〜
24
）。

　

地
蔵
巡
り
は
こ
の
よ
う
に
、
午
後
七
時
か
ら
八
時
半
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
蔵
尊
の
前
で
ご
詠
歌
が
流
れ
る
中
、
各
町
内
の
老
若
男
女
が
自
分
の

町
内
と
他
の
町
内
に
あ
る
町
管
理
の
地
蔵
尊
と
個
人
所
有
の
地
蔵
尊
を
含

め
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
ヶ
所
以
上
を
巡
る
。
地
蔵
尊
の
前
で
は
、
ふ
る
ま
わ

れ
た
軽
食
や
飲
み
物
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
ご
無
沙
汰
で
す
。
お
父
さ

ん
お
元
気
？
」「
お
孫
さ
ん
生
ま
れ
は
っ
た
ん
や
」「
お
嬢
さ
ん
大
き
な
ら

は
っ
て
」
な
ど
、
年
に
一
回
の
非
常
に
充
実
し
た
貴
重
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

九
時
に
な
る
と
子
ど
も
た
ち
は
家
に
帰
り
、
大
人
た
ち
は
各
町
の
地
蔵

堂
に
集
ま
る
。
そ
こ
へ
、
こ
の
年
の
担
当
者
の
長
老
が
ご
詠
歌
を
詠
い
に

や
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
ご
詠
歌
を
聞
き
な
が
ら
、
も
う
一
度
地
蔵

尊
に
家
内
安
全
を
祈
願
し
て
、地
蔵
盆
は
終
焉
を
迎
え
る
の
で
あ
る
［
註
５
］。

写真17：嶋町管理の地蔵尊

写真18：嶋町にお参りする人々

写真19

写真20：仲町管理の地蔵尊
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第
三
章
　
愛
宕
講
と
地
蔵
講
の
関
係  

　

今
堅
田
一
丁
目
（
旧
出
来
島
）
で
は
、
愛
宕
、
地
蔵
の
二
つ
の
講
の
つ

な
が
り
に
つ
い
て
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
地
蔵
が

安
置
さ
れ
る
祠
の
横
に
愛
宕
権
現
の
札
を
納
め
る
石
塔
が
あ
る
こ
と
や
、

二
つ
の
講
を
同
じ
当
屋
が
務
め
る
と
い
う
仕
組
み
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
講

は
何
ら
か
の
関
係
性
と
、
そ
の
必
要
性
が
あ
っ
た
か
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

地
蔵
信
仰
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
は
京
都
の
子
ど
も
の
守
護
神
と
し
て

石
仏
の
地
蔵
菩
薩
を
各
町
内
単
位
で
祀
る
と
い
う
「
地
蔵
盆
」
が
よ
く
知

ら
れ
る
。
滋
賀
県
に
お
い
て
も
広
く
そ
の
風
習
は
残
さ
れ
て
お
り
、
京
都
、

滋
賀
以
外
の
地
域
で
も
み
ら
れ
る
民
間
信
仰
で
あ
る
。

　

地
蔵
信
仰
の
起
源
は
、
平
安
時
代
の
末
法
思
想
を
も
と
に
産
ま
れ
た
浄

土
信
仰
や
、
輪
廻
転
生
の
考
え
方
な
ど
に
遡
る
。
六
道
輪
廻
転
生
（
天
・

人
間
・
修
羅
・
餓
鬼
・
畜
生
・
地
獄
）
の
苦
し
み
か
ら
逃
れ
、
極
楽
浄
土

に
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
に
は
、
造
仏
、
造
塔
、
写
経
な
ど
の
作
善
を
積
む

必
要
が
あ
り
、
平
安
時
代
で
は
そ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
財
力
の

あ
る
都
の
貴
族
の
み
で
あ
っ
た
。
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
、
庶
民
の

中
に
も
浄
土
信
仰
が
広
く
い
き
わ
た
る
こ
と
と
な
る
が
、
農
業
や
漁
業
な

ど
を
生
業
と
し
て
忙
し
く
生
き
る
庶
民
に
は
、
極
楽
浄
土
に
い
く
た
め
の

作
善
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
大
前
提
が
あ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
一
般
庶
民
は
、
来
世
を
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
変
わ
れ
る
と
い
う

希
望
を
捨
て
、
や
が
て
は
地
獄
へ
落
ち
る
定
を
自
覚
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

写真21：仲町の地蔵堂内

写真22：新調された西町管理の地蔵堂

写真23：西町管理の地蔵尊

写真24：西町管理の地蔵堂に集まる人々
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そ
の
よ
う
な
中
で
、『
今
昔
物
語
』
や
『
沙
石
集
』、『
宇
治
拾
遺
物
語
』

な
ど
の
仏
教
説
話
の
中
に
落
ち
る
べ
く
し
て
地
獄
に
堕
ち
た
庶
民
を
地
蔵

菩
薩
が
救
う
と
い
う
話
が
現
れ
、
庶
民
の
信
仰
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ 

た
［
註
６
］ 
。

　

特
に
、
堅
田
の
地
は
、
船
運
や
船
大
工
、
農
業
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、

近
世
は
漁
業
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
殺
生
を
生
業
と
す
る
も
の

は
来
世
の
地
獄
を
覚
悟
し
て
い
た
。
よ
っ
て
他
地
域
よ
り
も
地
蔵
信
仰
を

厚
く
信
仰
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

　

ま
た
、
堅
田
浮
御
堂
の
創
建
に
関
わ
る
と
伝
わ
る
恵
心
僧
都
源
信
は
元

三
大
師
良
源
の
弟
子
と
し
て
比
叡
山
延
暦
寺
横
川
で
修
行
し
、
念
仏
や
極

楽
浄
土
を
代
表
と
す
る
日
本
浄
土
信
仰
の
根
本
を
つ
く
っ
た
人
物
で
あ
る
。

そ
の
お
膝
元
で
あ
る
堅
田
地
域
に
地
蔵
信
仰
が
根
付
い
た
こ
と
は
何
ら
不

思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。

　

た
だ
、
今
回
は
そ
の
今
堅
田
地
域
の
地
蔵
盆
を
は
じ
め
と
す
る
地
蔵
信

仰
を
調
査
す
る
中
で
、
愛
宕
山
の
信
仰
と
の
繋
が
り
を
見
た
。
こ
こ
で
、

そ
の
地
蔵
信
仰
と
愛
宕
山
の
関
係
に
触
れ
た
興
味
深
い
資
料
が
あ
る
の
で

紹
介
し
た
い
。

　

一
つ
は
、『
都
名
所
図
会
』
巻
之
四
（
秋
里
籬
島
著　

安
永
九
年

（
一
七
八
〇
））で
あ
る
。
そ
こ
に
は「
本
殿
は
阿
太
子
山（
あ
た
ご
さ
ん
）

権
現
に
し
て
、
祭
る
所
は
伊
弉
冉
尊
（
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
）・
火
産
霊

尊
（
ほ
の
む
す
び
の
み
こ
と
）
な
り
。
本
地
は
将
軍
地
蔵
を
垂
迹
と
な
し
、

帝
都
の
守
護
神
と
し
て
火
災
を
永
く
退
け
給
ふ
な
り
。」
と
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
愛
宕
権
現
は
火
伏
せ
の
神
で
あ
り
な
が
ら
本
地
仏
は
将
軍
地
蔵
と

い
う
地
蔵
尊
で
あ
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
は
、『
見
た
京
物
語
』（
木
室
卯
雲
著　

天
明
元
年

（
一
七
八
一
））
で
、
京
都
の
町
の
様
子
を
書
い
て
い
る
が
「
町
々
の
木

戸
際
ご
と
に
石
地
蔵
を
安
置
す
。是
愛
宕
の
本
地
に
て
火
伏
せ
な
る
べ
し
」

と
し
て
い
る
。
二
つ
の
資
料
は
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
書
か
れ
て
お
り
、
ど
ち

ら
も
、
火
伏
せ
の
神
と
地
蔵
尊
が
一
体
化
し
、
特
に
『
見
た
京
物
語
』
に

お
い
て
は
、
火
伏
せ
を
祈
願
す
る
た
め
に
石
仏
で
あ
る
地
蔵
尊
を
町
ぐ
る

み
で
信
仰
し
て
い
た
よ
う
に
読
み
取
れ
る
［
註
７
］ 

。

　

京
の
町
や
堅
田
の
様
に
民
家
が
密
集
し
て
い
る
所
は
、
特
に
火
災
に
敏

感
で
あ
り
、
地
獄
か
ら
の
救
い
の
手
で
あ
る
浄
土
信
仰
の
意
味
合
い
よ
り

も
、
火
伏
せ
へ
の
祈
り
の
方
が
強
く
信
仰
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
堅
田
に
お
い
て
は
、
各
町
内
の

地
蔵
尊
と
愛
宕
権
現
の
火
伏
せ
の
札

が
一
対
と
な
り
、
特
に
仲
町
の
地
蔵

尊
の
端
に
愛
宕
神
社
と
秋
葉
神
社
の

火
伏
せ
の
札
を
入
れ
た
石
塔
が
あ
る

こ
と
な
ど
は
、
地
蔵
信
仰
の
新
た
な

見
方
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
（
写
真
15
・
16
・
19
・
25
）。

写真25：西町の愛宕神社石塔（火伏せの札を入れた石塔）
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第
四
章
　
講
に
見
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ  

　

こ
の
よ
う
に
今
堅
田
一
丁
目
で
は
約
一
二
〇
世
帯
の
住
民
が
、
多
少
か

た
ち
を
か
え
な
が
ら
も
現
代
ま
で
連
綿
と
講
を
続
け
て
き
た
。
こ
の
理
由

は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
古
く
か
ら
続
い
て
き
た
風
習
を
断
ち
切

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
全
く

必
要
の
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
消
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
、
恐

ろ
し
い
火
事
と
い
う
災
難
か
ら
逃
れ
た
い
と
い
う
祈
り
、
そ
し
て
、
町
内

全
体
が
、
家
族
が
健
康
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
と
い
う
家
内
安
全
を
祈
願
す

る
と
い
う
行
為
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
今
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
で
感
じ
た
の
は
、
小
さ
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
実
践
さ
れ
て
い
た
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
あ
り
方
で
あ
る
。

　

大
人
も
子
ど
も
、
み
ん
な
が
各
町
を
巡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
地
蔵
尊
に
手
を

合
わ
せ
な
が
ら
、「
ご
無
沙
汰
で
す
ね
」「
お
元
気
で
す
か
」
と
い
う
人
と

人
と
の
会
話
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
か
つ
て
子
ど
も
た
ち
は
こ
の
日
だ
け
建

て
ら
れ
る
仮
設
の
地
蔵
堂
で
一
晩
寝
ず
に
遊
ぶ
の
を
大
変
楽
し
み
に
し
て

い
た
し
、
地
蔵
尊
を
介
し
て
の
一
年
に
一
度
の
挨
拶
回
り
と
、「
日
待
ち
」

と
い
う
講
の
開
催
に
よ
っ
て
町
内
住
民
は
常
に
お
互
い
の
生
活
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

現
代
社
会
に
お
け
る
地
域
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
地
域
の
繋
が
り

が
な
く
と
も
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
新
興
住

宅
地
に
お
い
て
は
、
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
動
き

は
あ
ま
り
出
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
は
そ
の
地
域
の
繋
が
り
が

重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

　

今
堅
田
一
丁
目
で
は
、
各
町
か
ら
数
名
ず
つ
が
集
ま
り
、
二
〇
〇
九
年

か
ら
「
今
堅
田
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
が
発
足
さ
れ
、
地
域
の
文
化
力
を

活
か
し
た
地
域
活
性
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。
地
域
内
の
地
蔵
尊
を
調
査
し

て
地
図
を
制
作
す
る
こ
と
や
、
大
津
市
の
指
定
を
受
け
た
出
島
灯
台
（
デ

ケ
ジ
マ
ト
ウ
ダ
イ
）
周
辺
の
景
観
を
守
る
運
動
な
ど
が
具
体
的
に
行
わ
れ

て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
地
蔵
巡
り
な
ど
の
古
い
風
習
を
一
つ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
れ
ら
を
核
に
住
民
が
活
動
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
よ
っ
て
、
古
く
か
ら
の
講
が
消
え
ず
に
続

け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に  

　

現
代
の
経
済
学
の
中
で
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
指
数
な
ど
の
経
済
指
標
に
つ
い
て

様
々
な
見
方
が
な
さ
れ
て
お
り
、
数
字
の
み
で
ど
こ
ま
で
社
会
の
幸
福
感

が
計
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
美
し
い
自
然

環
境
や
、
風
景
な
ど
金
額
で
価
値
が
計
れ
な
い
も
の
は
、
経
済
指
数
に
現

れ
な
い
の
で
あ
る
。
経
済
至
上
主
義
的
の
中
で
は
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
が

売
買
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
数
字
に
変
化
が
起
り
、
そ
の
活
動
の
多
少
に

よ
っ
て
豊
か
な
社
会
と
そ
う
で
な
い
社
会
を
判
断
し
て
い
る
。
こ
れ
を
交

換
型
社
会
と
仮
定
す
る
と
、
家
事
労
働
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
経
済
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指
数
と
し
て
現
れ
な
い
活
動
を
重
ん
じ
る
社
会
を
非
交
換
型
社
会
と
い
う
。

こ
の
非
交
換
型
社
会
の
あ
り
方
を
未
来
の
社
会
に
置
き
換
え
る
よ
う
な
取

り
組
み
も
大
切
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

今
堅
田
一
丁
目
に
見
ら
れ
る
講
を
中
心
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り

方
の
中
に
、
理
想
の
地
域
社
会
の
あ
り
方
が
見
え
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
の
調
査
で
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
、
聞
き
と
り
や
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
本
城
善
孝
様
、
仲
川
利
明
様
、
桑
野
仁
様

に
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

註
１
．
三
丁
目
は
真
野
浜
に
面
す
る
古
い
集
落
に
地
蔵
盆
と
い
う
行
事
が

残
っ
て
お
り
、
真
野
浜
に
伝
わ
る
石
造
地
蔵
を
祀
っ
て
い
る
。

２
．
各
町
内
の
世
帯
数
に
合
わ
せ
て
宮
総
代
の
人
数
が
決
ま
っ
て
い
る
。

３
．
講
の
日
が
三
十
一
日
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
毎
月
一
日
の
日
を
休

み
に
し
て
い
た
職
人
た
ち
の
信
仰
を
含
ん
だ
娯
楽
と
し
て
行
わ
れ
て

い
た
「
日
待
講
」
の
名
残
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
地
域

で
は
こ
の
講
を
「
日
待
ち
」
と
呼
ん
で
い
る
。

４
．
今
堅
田
自
治
会
の
役
員
な
ど
は
別
に
な
る
。
自
治
会
の
行
事
は
完

全
に
別
れ
て
い
る
。

５
．
翌
朝
、
子
ど
も
た
ち
が
お
供
え
物
を
丁
寧
に
小
分
け
し
て
、
町
内

の
各
家
に
配
り
に
ま
わ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
も
、
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ

西町管理の地蔵尊は写真5に紹介
する石仏群の中に安置されている

西町の愛宕神社の石塔

仲町の地蔵尊と
その横に愛宕・秋葉神社の石塔

南町・嶋町管理の地蔵尊が
ひとつの祠に入っている

南町の愛宕神社の石塔

嶋町の愛宕神社の石塔

出島灯台
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ケ
ー
シ
ョ
ン
が
見
え
る
。

６
．
閻
魔
庁
に
住
む
地
獄
の
主
閻
魔
王
と
同
体
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

も
あ
り
、
地
蔵
信
仰
を
よ
り
強
い
も
の
に
し
た
。

７
．
田
中
久
夫
『
地
蔵
信
仰
と
民
俗
』（
岩
田
書
院　

一
九
九
五
年
）

参
考
文
献

　

・
肥
後
和
男
『
近
江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
』（
東
京
理
科
大
学　

一
九
三
八
年
）

　

・
高
橋
統
一
『
滋
賀
県
の
宮
座
の
現
況
』（
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
文
化
研
究
所
研
究
年
表　

一
九
六
九
年
）

　

・
小
栗
栖
健
治『
宮
座
祭
祀
の
史
的
研
究
』（
岩
田
書
院　

二
〇
〇
五
年
）

　

・
橋
本
鉄
男
『
琵
琶
湖
の
民
俗
誌
』（
文
化
出
版
局　

一
九
八
四
年
）

　

・
加
藤
賢
治
「
村
座
と
祭
礼
―
滋
賀
県
大
津
市
仰
木
地
区
の
例
―
」（
近

江
地
方
史
研
究
第
四
四
号　

二
〇
一
〇
年
）

　

・
加
藤
賢
治
「
宮
座
の
祭
礼
〜
今
堅
田
に
伝
わ
る
祭
礼　

野
神
祭
り
に

見
ら
れ
る
現
状
〜
」（
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
紀
要
１

号　

二
〇
一
二
年
）

　

・
田
中
久
夫
『
地
蔵
信
仰
と
民
俗
』（
岩
田
書
院　

一
九
九
五
年
）

　

・
新
修
大
津
市
史
　
第
七
巻
　
北
部
地
域
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